第７６３回環境科学共同セミナー
ワークショップ－「総科21世紀科学P群・資源エネルギー研究」の未来
エネルギー自立社会に向けて

大学は地域社会に如何に貢献できるか
広島大学総合科学研究科21世紀科学プロジェクト群「資源エネルギー研究」では、過去４年間にわたって、再生可能エネルギー普及、地域におけるエネルギー自立を進める活動を行ってきました。５年を単位とした教育研究活動期間の内４年が過ぎ、2016年４月からは新たな５年の活動期間が始まります。ここで、今までの活動を振り返り、今後の活動について考える公開のワークショップを開催致します。
日時：2015年４月10日（金）16:20～17:50
場所：広島大学総合科学部K305
内容

　＊今までの活動について・・・・・・・佐藤高晴（広島大学総合科学研究科）　
　＊今後の活動のについて・・・・・・・市川貴之（広島大学総合科学研究科）　

　＊今後の活動のについて・・・・・・・江種浩文（中国地方総合研究センター）
　＊他組織・地域からの提言　　　　　
　　◎地域にも関わる大学関係者からのご意見

　・小倉亜紗美（広島大学平和科学研究センター）

・安藤忠男（広島大学名誉教授・前東広島市環境審議会会長）
◎地域からのご意見
・井上葉子（FM東広島）
　　　　・（自治体関係者）

　＊意見交換
連絡先：広島大学総合科学研究科　佐藤高晴

        082-424-6520, wpp@hiroshima-u.ac.jp
